
 

 

 

鉄道構造物等設計標準・同解説（コンクリート構造物）(H16 年 4 月)、既存鉄道コンクリート高架橋柱の耐震

補強設計指針（H25 年（公財）鉄道総合技術研究所発行）に準拠 

 

①本プログラムは、「既存鉄道コンクリート高架橋柱の耐震補強設計指針」※に準拠して、

耐震補強された鉄筋コンクリート部材の性能照査を支援するプログラムです。 

②本プログラムでは、以下に示す 8種類の耐震補強工法に対応しています。 

 

 

 

 

③耐震補強された鉄筋コンクリート部材における破壊形態の確認、および安全性・復旧性

の照査を行うことができます。 

④VePP シリーズ（Ver.4.0）と同様な直感的な操作性、および入出力仕様を所用している

ため、同じ補強された部材の断面に対して照査したい要求性能（性能項目）を設定する

ことで、複数の要求性能の同時照査が可能となり、作業の効率性を大幅に向上すること

ができます。 

⑤プログラムのバージョン管理、およびレベルアップの際の利便性を図るために、ネット

ワークライセンスを採用しました。 

※H25年（公財）鉄道総合技術研究所刊行 

①「鉄道構造物等設計標準・同解説」および「既存鉄道コンクリート高架橋柱の耐震補強

設計指針」に準拠して、耐震補強された鉄筋コンクリート部材の性能照査に利用できま

す。 

②鋼板巻立て、鋼製パネル組立て、波形分割鋼板巻立て、スパイラル筋巻立て、吹付モル

タル、組合せ鋼材巻立て、RCプレキャスト型枠、および外部スパイラル筋巻立てによる

8種類の耐震補強工法に対応できます。 

①Ｏ   Ｓ     ： Windows10® 

②Ｃ Ｐ Ｕ     ：1 ギガヘルツ (GHz) 以上のプロセッサ(2.0GHz以上を推奨します) 

③メ モ リ －     ：1 ギガバイト (GB) 以上（2.0GB以上を推奨します） 

④プリンタ－：OSの動作環境に対応した機種 

⑤そ の 他：インターネットへ接続できる事(ライセンス認証用) 

【特  徴】 

【用 途】 

【動作環境】 
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●破壊形態の確認（補強前後） 

●安全性の照査 

●復旧性の照査 

性能項目の選択 

諸元の入力 

補強工法の選択 

照査結果の出力 

●８つの耐震補強工法 

●鋼板の分割や充填材、端部

のあきの影響を考慮 

●複数の性能項目の同時照査 


